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   令和６年度鳥獣被害防止総合対策交付金（鳥獣被害防止総合支援事業、 

鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業）に関する改善計画について 

 

 

 令和６年度において鳥獣被害防止総合対策交付金で実施した事業について、当初 

事業実施計画の目的の達成が図られるよう、下記の改善計画を実施することとする 

ので、報告します。 

 

 

記 

 

１ 事業の導入及び取組の経過 

    野生鳥獣による農業被害や生活環境被害の低減を図るため、鳥獣被害防止総合対策

事業及び鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業を活用して下記の取組みを実施した。 

  （１）鳥獣被害防止総合対策事業 

   ・イノシシ用侵入防止柵の設置 

   ・緩衝帯の整備 

   ・箱わな、くくりわな等の捕獲用資機材の提供 他 

  （２）鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業 

・地元猟友会による有害鳥獣捕獲活動に対する報償金 

    

 

２ 当初事業実施計画の目標が未達成である原因及び問題点 

  藤岡地域を中心とする渡良瀬遊水地内において、想定外にイノシシが急激に増加し

たことにより、目標の設定が実状にそぐわないものになってしまったため、目標が大

きく未達成となった。 

 

３ 実績及び改善計画 

  （改善計画は、下記の様式により作成すること。なお、要領に定める事業実施状況

報告書の写しを添付すること。） 



 

 （様式）被害防止計画の達成状況に係る部分 

区分 

 

 

 

 

指標 

 

 

 

 

対象鳥

獣 

 

 

 

     被害防止計画の達成状況 達 成 率

（％） 

 

 

 

備考 

 

（R9 目標

値につい

て変更） 

 

目 標

（令和

６ 年

度） 

 

基準年

度の実

績（令

和２年

度） 

１年目 

（令和

４ 年

度） 

 

２年目 

（令和

５ 年

度） 

 

３年目 

（令和

６ 年

度） 

 

被害防

止計画

（被害

の軽減

目標） 

 

 

 

被害金

額 

（千円） 

 

イノシ

シ 

シカ 

サル 

1,000 

 

 

 

1,263 

 

 

 

3,001 

 

 

 

1,305 

 

 

 

7,284 

 

 

 

-2,289.4 

 

 

 

7,200 

 

 

 

鳥類 45 56 236 80 79 -209.1 75 

ハクビ

シン 

4,000 4,979 3,137 3,300 3,336 167.8 3,300 

合計 5,045 6,298 6,374 4,685 10,699 -351.2 10,575 

被害面

積 

（ha） 

 

イノシ

シ 

シカ 

サル 

2.80 3.57 2.44 1.09 5.83 -293.5 5.80 

鳥類 0.01 0.01 0.14 0.03 0.02 - 0.02 

ハクビ

シン 

0.33 

 

0.41 

 

0.30 

 

0.28 

 

0.20 

 

262.5 

 

0.31 

 

  合計 3.99 3.99 2.88 1.40 6.05 -242.3 6.13 

 （注）１ 指標は、被害防止計画と整合をとること。 

    ２ 被害防止計画の達成状況のうち、「目標」、「基準年度の実績」は被害 

防止計画から転記し、それ以外は被害防止計画に基づく取組実績を記載 

すること。 

    ３ 各指標ごとの合計も記載すること。 

    ４ 被害防止計画を見直し、目標の変更を行った場合は、備考欄に新たな目 

標を記載すること。 

 

４ 改善方策 

  令和３年度に栃木市鳥獣被害防止計画を策定して以降、想定外に渡良瀬遊水地内の

イノシシの増加が顕著となったため、当初の目標設定時と比較して、イノシシの生息

状況等の自然的要件が現実と著しく乖離してしまい、目標の設定が非現実で現状にそ

ぐわないものとなってしまった結果、目標が大きく未達成となった。そのため、目標

を再設定したうえで、国や県とも連携しながら、渡良瀬遊水地のイノシシ対策を中心

に、被害の軽減を図るものとする。 

   

５ 改善計画を実施するための推進体制 

  渡良瀬遊水地イノシシ対策ワーキンググループ（渡良瀬遊水地保全・利活用協議会） 



  渡良瀬遊水地イノシシ対策プロジェクト会議（栃木県） 

 


